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市政についてのご意見・ご相談はお気軽にどうぞ！

1964年3月1日 佐伯市生まれ　現住所：大分市田尻南２丁目３番17号
佐伯豊南高校を卒業後、国鉄に入社、1988年 国鉄退職
1999年4月の補欠選挙で初当選、現在5期目
議会では、厚生常任委員会、地域活性化対策特別委員会（委員長）に所属

髙 野 博 幸 プロフィール

平成２８年　第３回定例会　９月１日～２８日

進捗状況は
本年度から、コンパクトシティ・プ
ラス・ネットワークの形成をめざし

た、「立地適正化計画」と連携を図る中で、こ
の「地域公共交通網形成計画」の策定に着手し
たところです。策定にあたっては、交通事業者
などで構成された「協議会」で、地域公共交通
網形成の基本的な方針や目標などを審議する必
要があることから、開催に向けた準備を進めて
いる。また、本市の「公共交通網」の現況把握
や、「大分都市圏パーソントリップ調査」等によ
る公共交通の課題抽出を行っており、さらに、利用者へのアンケート調査や交通事業者等への
ヒアリング調査も行っている。

【地域公共交通網形成計画策定について※】

９月９日　一般質問

　平成28年第３回定例会が９月１日から28日の日程で開かれ、「都市交通対策について」

「消防行政について」質問しました。質問・答弁（要旨）は以下の通りです。

質 問

答 弁

※地域公共交通網形成計画とは・・・地域公共交通の現状・問題点、課題の整理を踏まえて、公共
交通ネットワーク全体を一体的に形作り、持続させることを目的に、地域全体の公共交通のあり
方、住民・交通事業者・行政の役割を定めるものです。
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今年も県体の陸上とソフトボールに出場した。毎年陸上競技に
は、高校の同級生が競技役員として参加しており、私の勇姿？ 
を同級生に報告してくれている。ありがたいことだ！

26～
　27日　

由布大分環境衛生組合視察

　30日　ななせの火群まつり
2～3日　社会民主クラブ視察
　　5日　大分市議会臨時定例会
　　6日　七夕まつり市民総おどり
　15日　戦争に反対する県民集会
　20日　大分市高校生議会
　22日　市民意見交換会（稙田市民行政センター）
　24日　市民意見交換会（南大分公民館）
　27日　市民意見交換会（西部公民館）
　29日　 「（仮称）新大分生活文化展」実行委員会

　2日　大分市老人クラブ大会
　4日　大分県労福協福祉研修会
10日　県民体育大会
　　　（議員ソフト）
11日　県民体育大会
　　　（議員陸上）
15日　市議会地域活性化対策
　　　 特別委員会
17日　大分バス労組定期大会
25日　田尻敬老会
27日　大分市孝養賞・
　　　 健康生きがい賞表彰式

編集後記

９番
ライトで出場
残念ながら
２回戦で敗退

議員陸上
(400Mリレー)
結果５位

【消防団員の確保について】

消防団車庫詰所の耐震性の確保はできているのか
昭和56年６月１日の改正建築基準法施行令の施行以降に建築設計された156棟は、
耐震性が確保されているが、残りの27棟は耐震診断を実施していないことから、
耐震性が確認できていない。

【消防行政について】

質 問

答 弁

消防団員数のここ３年間の推移は
４月１日時点で比較すると26年は2,250名（充足率 93.7％）、27年は2,240名
（充足率 93.3％）、本年は2,223名（充足率 92.6％）で、減少傾向です。

質 問

答 弁

消防団員の確保に向けての取り組みは
ホームページや市報等広報媒体を活用したPR活動、消防団員を雇用している事業
所等に対する「消防団協力事業所」の認定、本市職員へ入団の働きかけなどを継
続して実施する。

私が質問した消防団車庫詰所の耐震性などが含まれる「非常備消防施設整備費」
が決算審査の中で行われる事務事業評価の対象事業となっており、評価の結果
「拡充」となりました。

質 問

答 弁

耐震性の確認ができていない車庫詰所について、今後の対応は
大分市耐震改修促進計画にのっとって、早期に耐震診断を実施し、必要に応じて
耐震改修若しくは建て替えにより対応したい。

質 問

答 弁

消防団活動の拠点となる車庫詰所が被害にあうと、消防団活動にも支障をきたす。
早急に整備を進めていただきたい。要 望

朗 報



◎いまいち山荘条例の廃止
今市中学校の跡地利用として営業していた「いまいち山荘」
が老朽化し、利用状況などから廃止することになりました。  

市議会報告 絆　③
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絆
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発行元・大分市議会社会民主クラブ
住　所・大分市荷揚町２番３１号

９月議会

◎企業立地推進事業・・・３億７,６００万円
年度当初に加えて、今回は製造業等の企業12社へ設備投資などに助成し、293人の雇用を創出します。

◎動物愛護拠点施設建設事業・・・１,１８０万円（県工事への市負担分）
みどりマザーランドの一部に野生の犬と猫を収容する施設を設置します。
（犬の遊ぶ場・ドッグランも設置します。）（議会として、地元に説明するよう求めました。）

◎木造店舗等耐震化促進事業
木造の店舗の耐震化を進めるための補助です。
（耐震診断に補助率２／３、上限３万円、改修に補助率２／３、上限80万円）

◎県立屋内スポーツ施設建設事業・・・１,１０７万円（県工事への市負担分）
新たに建設する県立体育館の市の負担金です。

◎大分駅府内中央口広場改良事業・・・５,５００万円
駅府内中央口のバス停に防雨壁を設置します。

◎介護ロボット導入支援事業
　・・・１,８００万円     
介護施設で１機20万円以上の介護ロボットを導入する施設
に補助します。

◎小学校給食調理場調理等業務委託
　・・・９,６００万円
自校方式の小学校給食調理場の調理部分のみを、試行的に
三校だけ民間委託します。

【補正予算】

　９月１日～28日まで開催されました。今

議会では、前半は今年度の補正予算と新たに

提案される議案について審議し、後半は前年

度の決算の審査を行いました。
9月議会での決算審査委員会

駅府内中央口のバス停

・・　補正額　１０億６,９００万円

【一般議案】

会派として、食の安全・食育・学校教育への影響等を質し、子どもに影響が
ないよう強く要望しました。

◎市旅館業法施行条例の一部改正
これまで無許可で営業していたと見られる民泊を、保健所の許可対象にするために、設備の基準を改正を
します。

◎大分駅前広場条例等の一部改正
駅南土地区画整理事業での換地処分のために、広場などの住所を法務局と協議し変更します。

◎火災予防条例の一部改正                              
不特定多数の人が出入りする施設（映画館やデパートなど）が、消防用設備等の状況が法や条例に違反す
る場合、施設名などを公表するようになります。



　昨年度（2015年度）の決算を審査しました。
その中で事務事業評価も行い、来年度予算に反
映させます。
　2015年度の決算は、一般会計の歳入が
1,696億7,600万円で、歳出が1,648億1,700
万円となり、実質収支は41億5,000万円の黒字
である。歳入では自主財源となる市税が763億
9,770万円で収入全体の45％となり、割合は昨
年度より下がっているが金額的には個人税も法
人税も昨年度より少し増加している。
　歳出では、生活保護費などの扶助費が479億
2,700万円で昨年より18億円の増で、厳しい世
帯の増加が考えられる。
　財政状況を判断する指標では、人件費や扶助
費など必要経費の割合「経常収支比率」は
89.25％で昨年度より4.7％低くなっている。
借金返済金（公債費）の「公債費比率」も11.5％
で0.5％よくなっている。また借金（市債）も
昨年度末で1,772億6,050万円で前年度より52億2,600万円減らせており、基金は220億円で
前年度より36億7,200万円増やせている。
　今後、市税収入の減や経常収支比率の高さなどから、慎重な財政運営が必要と考える。 

◎いまいち山荘条例の廃止
今市中学校の跡地利用として営業していた「いまいち山荘」
が老朽化し、利用状況などから廃止することになりました。  

④　市議会報告 絆

【意見書】

決算審査

意見書は議員が４人以上いる会派で構成する
議運で採決し、本会議で決定します。

〈採択された意見書〉（我が会派から提出しました。）
①県警による別府労働福祉会館への隠しカメラ設置について真相究明を求める意見書
別府署員が隠しカメラを設置した事件の真相究明を求める意見書を県公安委員会に提出します。

〈我が会派から提出したが不採択になった意見書〉
②伊方原発の再稼働中止を求める意見書
伊方原発の再稼働の中止を国に求める意見書です。

③子供の貧困対策の具体的推進を求める意見書
子どもの貧困対策を国に求める意見書です。

◎市旅館業法施行条例の一部改正
これまで無許可で営業していたと見られる民泊を、保健所の許可対象にするために、設備の基準を改正を
します。

◎大分駅前広場条例等の一部改正
駅南土地区画整理事業での換地処分のために、広場などの住所を法務局と協議し変更します。

◎火災予防条例の一部改正                              
不特定多数の人が出入りする施設（映画館やデパートなど）が、消防用設備等の状況が法や条例に違反す
る場合、施設名などを公表するようになります。

意見書は議運内
の全会派一致が
必要です。（共産
党・新政クラブ・
無所属を除く）

意見書番号 自民党 社民クラブ 公明党 新市民クラブ おおいた民主
①隠しカメラ ○ ○ ○ ○ ○
②原　　発 × ○ × × ×
③貧困対策 × ○ ○ ○ ○

〈事務事業評価結果〉

ライフパル管理運営事業

ホームタウン推進事業

非常備消防施設整備

発達障がい児巡回専門員派遣

高齢者ファミリーサポート

有価物集団回収運動促進

学校評議員制度

就学援助事業

まちなかアートフルロード

彫刻を活かしたまちづくり

雨水貯留施設設置補助

高齢者子育て世帯リフォーム支援

優良家畜導入事業

おもてなしのまち推進事業

大友プロモーション事業

継続

継続

拡充

拡充

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

拡充

継続

拡充

いまいち山荘


